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ネットワークの構築⼿順 Step3︓運⽤

運⽤フェーズ

≪表中の表⽰について≫
参︓参加機関 運︓運営主体／準備主体 シ︓システム事業者（医療情報連携ネットワーク構築事業者／電⼦カルテベンダー／ネットワークベンダー）
◎︓主体的に実⾏する ○︓⽀援する △︓必要に応じて対応する －︓対応不要

 1. 運⽤に向けた⽂書
作成

2. システム運⽤保守
体制決定

3. 参加機関の募集・
説明・契約

4. 設備⼯事・導⼊ 5. 参加患者募集 6. 評価・課題整理

実
施
事
項

ネットワーク運⽤に
向けた各種⽂書を作
成する。

システムの保守、問
合せ対応体制を決定
する。

参加機関向け説明資
料作成、ホームペー
ジの開設、他情報媒
体への掲載等を⾏っ
た上で、運営主体か
ら医療機関へ説明を
⾏い、合意が得られ
た参加機関とは利⽤
契約を締結する。

参加機関においてハ
ードウェア設置⼯
事、及び実運⽤環境
へのソフトウェア導
⼊を実施する。

患者向け説明資料の
配布、情報媒体への
掲載等を通じて参加
者を募集し、患者の
同意を取得する。運
⽤管理規程に従って
個⼈情報を管理す
る。

事業評価を定期的に
⾏い、課題を整理
し、サービス改善を
検討する。

主
体

参 △ △ △ △ ◎ △

運 ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

シ ◎ ◎ △ ◎ ― △

マ
イ
ル
ス
ト
ン

運⽤管理規程作成
利⽤⼿順書（医療
機関向け、システ
ム管理者向け）作
成

システム保守の業
務内容、体制の決
定
問い合わせの業務
内容、体制の決定

医療機関向け説明
書作成
運営主体ホームペ
ージ作成
医療機関にネット
ワークの⽬的と参
加メリットを周知
参加機関との契約
⽂書作成

ハードウェア設置
⼯事
ソフトウェア導⼊

同意⽅式を決定
患者同意取得（シ
ステム登録含む）
フロー作成
患者向け説明資料
作成
患者同意書を作成

事業評価の仕組み
作成
事業評価・改善策
検討
改善策を次年度以
降の事業計画に盛
り込む

◎推進主体が県の場合の⼀例

例 【システム事業者】 【運営主体】 【運営主体】 【システム事業者】 【運営主体】 【運営主体】
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利⽤⼿順書（参加
機関向け）作成
利⽤⼿順書（シス
テム管理者向け）
作成

ネットワーク及び
システム監視・保
守はシステム事業
者に委託（24時間
365⽇）

※システム（ソフ
ト）のみ平⽇9時
00分〜17時00分

問い合わせ対応
は、運営主体事務
局が実施

医療機関向け説明
書作成
運営主体ホームペ
ージ作成は他事業
者に委託
医療機関との契約
⽂書作成
システム研修及び
セキュリティ研修
受講を開催。

※全参加機関に参
加を義務付け

契約後の病院につ
いてネットワーク
環境を事前確認
ハードウェア設置
⼯事実施及びソフ
トウェア導⼊
参加機関へ使い⽅
の簡単なレクチャ
－を実施

【⼯程管理事業者】
システム構築時と
同様に、設備⼯事
や導⼊の進捗状況
と課題の管理

参加機関と相談
し、患者同意取得
フローを作成
患者募集⽤パンフ
レットを作成
患者同意書を作成

患者及び参加機関
へアンケートを⾏
い事業を評価
主な要望として、
紹介元からの紹介
先病院の予約をし
たいという声が多
かったため、他機
関からの診療予約
システムを導⼊

⼀括ダウンロードはこちら
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医療情報連携ネットワークはなぜ必要︖

出発点は地域医療を良くしたいという思い
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